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1.フグの塙の成分として知られているテ トロド

トキシン(TTX,1)は､多くの官能基をもった特典

なイlIi進を有する化合物である.我々は､光学括性

な1ならびにその様純化合物をも含めた簡便な合

成法の椛立を目指し､鴨の分子内ニ トロメタン縮

合および分子内アル ドール縮合による2つの方法
を重点的に検討してきた｡今回硫者らは､dJ-TTXをmyrJ-イノント-ルから秘

めて短工程かつ効率的に合成する方法について検討し､知見が得られたので

報告する｡

2,3出発原料のmy'rイノシトールは､メソ化合物であることから､対称性
を出来る限り崩さずにメソ体のまま工程を進めるようにした｡my･)-イノシト

ールより2工程を経て合成した3に対してSwern酸化､続いて増炭反応を行い

ジクロロメチル体(5)とした｡5の分枝部分の立体については､NOE差スペク

トルの測定､さらには天然物に導き決定した｡次に､5を17-Bu4NOHJDMSO､

NaBH4を用いてヒドロキシメチル体(6)とした｡6の水酸基を保証した後､
Dlisobulylaluminu'nHydridcを用いアダマンタン部分を選択的に開裂J)し9へ変

換したOさらに9をSwern酸化し10としたolOは11へ変換2)可能であり､1の

合成へ向けて現在検討を行っている｡
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